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E牧区: 1. 0 haの8-10年生赤松造林野草地であって，ササを優占種とし，ほかにススキ，ヤ 7 ハギ，
コナラ，ナツハゼ，サルトリイパラ，イヌツゲ， ヒサカキ，アセビなどで植生を構成している。








る。 7月から 11月までは，図 1のE，A， B， Fの樹林地に放牧する。飲水場は，各牧区内の沢または池
に設けられ 鉱塩は給飼場に常置して自由に低めさせているの
3. 調査時期および標識牛
調査は表 1の通り実施した。調査の実施時期は樹林地放牧の行なわれる 7月下旬， 9月上旬， 10月上旬
の3期で，各期とも妊娠していない繁殖牛2頑づつを標識牛として用いた。調査時の体重はそれぞれ必d9
は335kg， JI6. 26は324kg， 必43は392kg， /fo. 100 は414kgであった。必 10の雌牛は調査中l乙発情し，
牧柵をのり越えるなどして途中で調査を断念した。
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Table 1. Experimental plan. 
Beef cow Grazing Observation of Collection 
No area grazing behaviour of feces 
10. 19 E July 26-27 July 28-29 
43. 100 A Sept.6-7 Sept. 8-9 






















7月末には水分が多く乾物含量が若干低いが. 9-10月期には水分が 50%程度に下り，粗蛋白質 4%.
粗脂肪 25払 NF E 21-23 %.粗センイ 12-13%.粗灰分 5-6 5ぢである。ススキに比べて粗蛋自の
含量が約2倍と高b、。ススキについても 9月期には7月末にくらべて水分含量が低下し乾物が増加する。
組蛋白質と粗脂肪の含量はそれぞれ2%と1%程度で季節による変動は少ないが. NFEは 14%から 22
%へ，粗灰分は1.4%から 2.2%へと大きく増加しているの
Table 2. Chemica1 composition of main wild grasses. 
Grass Date Moisture 
αude Crude NFE Crude Crude protein fat fiber ash 
July 27 65.0 4.3 1.0 16.7 9.5 3.5 
Nezasa Sept. 7 52.9 4.0 1.9 22.8 11.9 6.5 
Oct. 10 53.3 4.2 2.0 21.7 13.1 5.7 
July 27 73.0 1.8 1.0 13.8 9.0 1.4 




7月末にはササとススキが5: 5， 9月初旬には 3: 7， 10月初旬にはササのみとして，クロモーゲン法
によって推定した値である。 7月末期の食草量は生草で 18.37kg，乾物換算では 5.71kg (体重 100kg 
あたりではそれぞれ5.48kgと1.70 kg) であった。 9月初旬の食草量は生草で21.34kg，乾物で 8.79kg 
(体重 100kgあたり，それぞれ5.30kg， 2.19 kg)であった。また 10月初旬の食草量は生草で 10.40 kg， 




Table 3. Daily amount of feces excreted and estimated daily amount of wild grass grazed (kg)ー
Cow Feces excreted Wild grass grazed Date 
No. Wet DM Wet DM Wet/BW 100 kg DM/BW 100 kg 
July 28-29 19 17.12 2.71 18.37 5.71 5.48 1.70 
43 20.14 3.87 2l.41 8.82 5.46 2.25 
Sept.8-9 100 21.34 4.11 2l.26 8.76 5.14 2.12 
average 20.74 4.00 21.34 8.79 5.30 2.19 
26 9.27 2.37 10.31 4.81 3.18 1.50 
Oct. 11-12 19 10.12 2.45 10.48 4.89 3.13 l.46 




NFE55%，粗センイ 58~ぢ， 9月初旬では粗蛋白質 55%，粗脂肪 56%，NFE32%，粗センイ 62% 
となり， 10月初旬では粗蛋白質 50%，粗脂肪53%， NFE35 %.粗センイ 52%となって消化率が幾分
低下する。乙の消化率の値と野草の成分合量から各時期の採食野草の栄養価を計算すると 7月末期では
TDN 16.4 %， DCP 1.60 %， 9月初旬には TD N 17. 7 %， D C P 1. 51 %. 10月初旬の野草ではTDN
19.0労， DC P 2. 13 %になるの
Table 4. Digestibility and nutritive value of wild grass grazed (%). 
Date Crude Crude NFE Crude TDN DCP protein fat fiber 
July 28-29 52.4 44.2 55.0 57.9 16.4 l.60 
Sept.8-9 54.5 56.3 3l.9 6l.7 17.7 1.51 
Oct.11-12 50.3 53.2 35.3 5l.9 19.0 2.13 
野草の栄養価と当該牧区での食草量にもとづいて放牧繁殖牛の養分摂取量を推定したのが表5である。
すなわち 7月末には体重 335kgのもので養分摂取量はDM5.71 kg， TDN 3.01 kg， DC P 0.29 kg， 9月
初旬では平均体重403kgでDM8.79 kg， TDN 3.78 kg， DC P 0.32 kg， 10月初旬では平均体重 330kg 
でDM4.85kg， TDN 1.98kg， DCP 0.22 kgであった。乙れを日本飼養標準の成雌牛の維持の要求量り
とくらべると， 7月末期の摂取量は標準比DMが 119;ふ TDNが 126%，DCPが 150%である。 9月











Table 5. Nutrient intake of grazing cows (kg). 































2. 調査牧区の植生は， 7月末期のE牧区ではススキとネザサが優占種であり， 9月初旬のA牧区ではス
スキの群落が優占し，次いでネザサが多かった。 10月初旬ωA牧区はネザサのみであった。 以上の結




4. 野草の摂食量は体重 100kgあたりで 7月末期には生草5.48kg.乾物換算で1.70 kg， 9月初旬iこは
生草で5.30kg，乾物で2.19kg， 10月初旬には生草で3.16kg，乾物で1.48 kgだった。
5 採食野草の消化率から求めた養分合量は 7月末期ではTDN16. 4 ~ぢ， DCP1.60%， 9月初旬に
はTDN17.7%，DCP1.51%， 10月初旬lζはTD N 19. 0 %. D C P 2. 13 %である。
6. 放牧繁殖牛の推定養分摂取量は7月初旬にはじ体重お5kg) ， DM5. 71 kg， TDN 3.01 kg. DC P O.29 
kg. 9月初旬には(体重403kg)，DM8.79kg， TDN3.78kg， DCPO.32kg， 10月初旬には(体重
330kg)， DM4.85kg， TDN1.98kg， DCPO目22kgであった。乙れを日本飼養標準の成雌牛の維持
の要求量とくらべると. 7月末期の摂取量は標準比DM119%， TDN 126 7払 DCP150 %となり 9
月初旬ではDM159%，TDN134%， DCP145%となり， 10月初旬にはDM103%. TDN84%， 
DCP 115%となる。
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SUMMARY 
This study was undertaken for the purpose of elucidating some defects in the pro-
duction of beef cattle (Japanese Black Cattle) bred in forests. The grazing behaviours of 
beef cows were observed and their nutrient intakes were estimated in July-October during 
which they did not receive any other supplementary feeds. 
1. The two most dominant grasses in the forests were Nezasa (Pleioblastus variegalus 
Makino) and Susuki (Miscanthus sinensis Anderss). The cows grazed mostly on these. 
2. The nutrient contents of these grazed grasses were 16.4% of TDN and 1.60% of 
DCP at the end of July; 16.4% of TDN and 1. 51% of DCP at the beginning of September; 
and 19.0% ofTDN and 2.13% of DCP at the beginning of October. 
3. The estimated nutrient intakes of the grazing cows in these forests were 5 .17Kg of 
DM, 3.01Kg of TDN and 0.29Kg of DCP at the end of July (BW 335Kg); 8.79Kg of DM, 
3.78Kg of TDN and 0.32Kg of DCP at the beginning of September (BW 403Kg); and 4.85 
Kg of DM, 1.98Kg of TDN and 0.22Kg of DCP at the beginning of October (BW 330Kg). 
These values correspond to 119% of DM, 126% of TDN and 150% of DCP, of those of 
the maintenance requirement of beef cows in the Japanese Feeding Standard, at the end 
of July; 159% of DM, 134% of TDN, 145% of DCP at the beginning of September~ and 
103% of DM, 84% of TDN and 115% of DCP at the beginning of October. 
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